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　春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節―

。
と

い
う
こ
と
で
歓
送
迎
会
の
機
会
が
増
え

た
。
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
が
一
段
落
し
た

こ
と
も
あ
り
、
３
年
ぶ
り
と
銘
打
っ
て

開
催
さ
れ
る
宴
へ
の
お
招
き
が
目
立

つ
。
地
域
の
経
済
活
動
の
活
性
化
を
願

う
者
と
し
て
ま
ず
は
有
難
い
傾
向
で
あ

る
こ
と
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
コ
ロ
ナ

前
と
異
な
る
の
は
、
差
し
つ
差
さ
れ
つ

の
〝
返
杯
文
化
〞
は
影
を
潜
め
、
ま
た

お
膳
に
胡
坐
ス
タ
イ
ル
か
ら
椅
子
に
座

し
て
の
宴
席
が
増
え
た
こ
と
。
前
者
は

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
後
者
は
高
齢

化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
証
左
で
あ
ろ

う
か
。

　わ
が
身
と
酒
と
の
付
き
合
い
を
顧
み

る
と
、
原
点
は
大
学
の
柔
道
部
時
代
に

遡
る
。
稽
古
の
後
、
先
輩
猛
者
に
連
れ

ら
れ
る
の
は
学
生
街
に
あ
る
酒
屋
で
の

立
ち
飲
み
。〝
角
打
ち
〞
と
称
さ
れ
る

飲
み
方
で
、
今
は
無
き
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

と
い
う
巨
大
な
ビ
ー
ル
瓶
が
次
々
と
空

い
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
ん
だ
。
そ
し
て

酒
と
言
え
ば
焼
酎
と
い
う
土
地
柄
の
た

め
、
薩
摩
の
芋
焼
酎
の
手
厳
し
い
洗
礼

を
受
け
た
も
の
だ
。

　社
会
人
に
な
る
と
海
外
に
配
属
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
ワ
イ
ン
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
っ
た
。
米
国
留
学
時
代
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
・
バ
レ
ー
の

ワ
イ
ン
畑
を
訪
れ
、
に
わ
か
ワ
イ
ン
通

の
蘊
蓄
を
傾
け
た
。
日
本
酒
に
接
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
綾
部
に
戻
り
こ

の
職
に
就
い
て
か
ら
で
、
正
直
言
っ
て

銘
柄
に
拘
り
も
な
く
、
杯
を
仰
ぐ
の
は

も
っ
ぱ
ら
冷
酒
。
と
い
う
か
熱
燗
が
苦

手
の
た
め
、
真
夏
に
も
熱
燗
に
興
じ
る

左
党
の
嗜
好
に
は
つ
い
て
い
け
ず
、
キ

ン
キ
ン
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
や
冷
酒
に
喉

越
し
の
よ
さ
を
堪
能
し
た
も
の
だ
。
し

か
し
な
が
ら
還
暦
を
迎
え
る
頃
か
ら
次

第
に
熱
燗
の
美
味
さ
も
分
か
り
か
け
て

き
た
の
は
、
こ
こ
に
き
て
日
本
人
の
血

が
騒
ぎ
だ
し
た
の
か
、
単
に
齢
を
重
ね

た
だ
け
な
の
か
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
酒
は
百
薬
の
長

と
も
な
れ
ば
、
一
瞬
に
し
て
毒
水
に
も

化
け
る
。
場
を
和
ま
せ
る
呼
び
水
に
な

る
一
方
、
程
を
過
ぎ
れ
ば
争
い
の
元
凶

と
も…

。
今
年
は
高
齢
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
年
相
応
の
酒

の
飲
み
方
を
心
得
よ
う
か
、
な
ど
と
思

い
巡
ら
せ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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酒
の
飲
み
方

あ  

ぐ
ら

さ
か
の
ぼ

う
ん
ち
く

こ
だ
わ

う

　 ま

ほ
ど

機
構
改
革
と
人
事
異
動

※太字は変更があった課と新設した担当

改　編　前 直通電話
(42)4215
(42)4217
(42)4214
(42)4249
(42)1801
(42)4259
(42)4339
(42)4261
(42)4262

企画戦略担当
連携推進担当
ふるさと納税担当
人権福祉センター担当
男女共同参画担当
高齢者福祉担当
企画管理担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

企画調整担当
連携推進担当

人権福祉センター担当
男女共同参画担当
高齢者福祉担当
企画管理担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

企画政策課

人権啓発推進室
人権推進課
高齢者支援課

地域包括支援課

企画政策課

高齢者支援課

人権推進課

改　編　後

人
事
異
動
で
新
体
制

　市
は
４
月
１
日
、
市
役
所
の
組
織
を

一
部
改
編
す
る
と
と
も
に
、
職
員
１
３

４
人
に
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
庁
舎
内
の
配
置
を
一
部

変
更
＝
７
面
。
異
動
後
の
体
制
（
課
長

級
以
上
）
は
次
の
と
お
り
で
す
＝
太
字

は
新
任
（
異
動
）。

 

市
長
公
室 

公
室
長
＝
岩
本
正
信
▽
次

長
（
秘
書
広
報
課
長
事
務
取
扱
）＝
野

間
知
亜
紀
▽
危
機
管
理
監
＝
塩
見
幸
作

▽
職
員
課
長
＝
吉
崎
裕
美
▽
防
災
・
危

機
管
理
課
長
＝
余
田
陽
一

 

企
画
総
務
部 

部
長
＝
志
賀
久
男
▽
財

務
担
当
部
長
＝
四
方
健
史
▽
理
事
＝
髙

橋
俊
行
▽
企
画
政
策
課
長
＝
鎌
部
秀
樹

▽
総
務
課
長
＝
塩
見
浩
一
▽
行
政
デ
ジ

タ
ル
推
進
課
長
＝
上
田
英
之
▽
財
政
課

長
＝
村
上
寛
▽
税
務
課
長
＝
岸
本
孝
昭

 

市
民
環
境
部 

部
長
＝
上
原
季
司
▽
次

長
（
環
境
保
全
課
長
事
務
取
扱
）＝
白

波
瀬
巧
▽
人
権
啓
発
推
進
室
長
（
人
権

推
進
課
長
事
務
取
扱
）＝
森
本
修
▽
市

民
・
国
保
課
長
＝
立
藤
聡
▽
市
民
協
働

課
長
＝
浅
尾
則
夫
▽
人
権
推
進
課
男
女

共
同
参
画
推
進
担
当
課
長
＝
塩
見
由
美

▽
環
境
企
画
課
長
＝
東
勝
史

 

福
祉
保
健
部 

部
長
＝
吉
田
清
人
▽
次

長
（
こ
ど
も
支
援
課
長
事
務
取
扱
）＝

四
方
雅
弘
▽
技
監
（
地
域
包
括
支
援
課

長
事
務
取
扱
）＝
大
島
け
い
子
▽
社
会

福
祉
課
長
＝
塩
見
勲
生
▽
同
課
生
活
保

護
担
当
課
長
＝
大
槻
秋
夫
▽
こ
ど
も
支

援
課
主
幹（
物
部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）

＝
谷
口
留
美
子
▽
障
害
者
支
援
課
長
＝

四
方
麻
美
▽
高
齢
者
支
援
課
長
＝
松
原

哲
也
▽
保
健
推
進
課
長
＝
芦
田
正
彦
▽

同
課
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長
＝
平
岡

佳
子
▽
同
課
主
幹
＝
小
松
愉
紀
（
医
療

公
社
派
遣
）

 

農
林
商
工
部 

部
長
＝
大
島
順
彦
▽
技

監
＝
小
松
健
▽
商
工
労
政
課
長
＝
荻
野

達
徳
▽
農
政
課
長
＝
小
林
敏
和
▽
林
政

課
長
＝
新
井
栄
一
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
長
＝
大
槻
一
郎

 

定
住
交
流
部 

部
長
＝
朝
子
直
樹
▽
次

長
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
事
務

取
扱
）＝
村
上
哲
也
▽
定
住
・
地
域
政

策
課
長
＝
潮
見
雅
敏
▽
観
光
交
流
課
長

＝
白
波
瀬
正
彦

 

建
設
部 

部
長
＝
四
方
博
▽
次
長
（
都

市
計
画
課
長
事
務
取
扱
）＝
奥
村
宣
幸

▽
技
監
（
建
築
課
長
事
務
取
扱
）＝
飯

田
政
利
▽
監
理
課
長
＝
蘓
理
忠
則
▽
建

設
課
長
＝
仲
井
渉

 

会
計
課 

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝

志
賀
由
佳

 

消
防
本
部 

消
防
長
＝
上
原
博
一
▽
消

防
署
長
＝
吉
田
好
弘
▽
副
署
長
兼
上
林

出
張
所
長
＝
諌
本
秀
明
▽
管
理
課
長
＝

佐
々
木
拓
也
▽
同
課
主
幹
＝
丸
岡
敦
史

▽
予
防
課
長
＝
湊
秀
明
▽
警
防
課
長
＝

岸
本
新
吾
▽
同
課
主
幹
＝
山
崎
正
吾

 

上
下
水
道
部 

部
長
＝
小
林
浩
子
▽
次

長
（
上
水
道
課
長
事
務
取
扱
）＝
十
倉

和
寿
▽
下
水
道
課
長
＝
野
々
垣
政
明

 

議
会
事
務
局 

局
長
＝
井
上
浩
豪
▽
次

長
＝
大
島
憲
一

 

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部 

部
長
＝

大
槻
伸
一
▽
学
校
教
育
課
長
＝
斉
藤
さ

お
り
▽
同
課
主
幹
＝
青
木
賢
次
▽
八
田

幼
稚
園
長
＝
松
浦
宏
美
▽
社
会
教
育
課

長
兼
図
書
館
長
＝
立
藤
江
理
▽
同
課
主

幹
兼
資
料
館
長
＝
岡
坂
敬
子
▽
同
課
主

幹
兼
天
文
館
長
＝
白
波
瀬
利
恵

 

監
査
委
員
事
務
局 

局
長
＝
三
本
木
紀

子整形外科
  田中 一哉医師

消化器外科
  片岡 智史医師

呼吸器外科
  岩﨑 雅医師

小児科
  藤原 早苗医師

市立病院に新任医師
　青野町の市立病院（高升正
彦院長）に４月１日、新たに
４人の医師が着任しました。

お確かめください
～一部の配置が変更に～

［本庁舎］

［西庁舎］
1階

［まちづくりセンター］ 2階

　市の組織を改編したことにより、４
月から市役所庁舎内の配置が一部変更
になりました。

※太字は配置を変更した部署
※西庁舎２階とまちづくりセンター１階は割愛 

2階

下水道課
農政課

林政課

秘書広報課
（秘書担当）

職員課

秘書広報課
（広報・広聴担当）

防災・
管理課

行政デジタル
推進課

総務課
（選挙管理委員会事務局）

農業委員会
事務局財

政
課

商
工
労
政
課

3階

建築課

建設課

議会事務局

都市
計画課

監理課

企
画
政
策
課

1階 情報公開
コーナー

環境企画課学校教育課

税務課会計課

玄関

市民
協働課

市民・国保課
（戸籍住民担当）

市民・国保課
（国保・高齢者医療担当）

市民・国保課
（福祉医療・年金担当）

社会教育課 玄関

社会福祉課 障害者
支援課

高齢者支援課
地域包括支援課

綾部井堰
土地改良区

監査委員
事務局

7 6

　春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節―

。
と

い
う
こ
と
で
歓
送
迎
会
の
機
会
が
増
え

た
。
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
が
一
段
落
し
た

こ
と
も
あ
り
、
３
年
ぶ
り
と
銘
打
っ
て

開
催
さ
れ
る
宴
へ
の
お
招
き
が
目
立

つ
。
地
域
の
経
済
活
動
の
活
性
化
を
願

う
者
と
し
て
ま
ず
は
有
難
い
傾
向
で
あ

る
こ
と
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
コ
ロ
ナ

前
と
異
な
る
の
は
、
差
し
つ
差
さ
れ
つ

の
〝
返
杯
文
化
〞
は
影
を
潜
め
、
ま
た

お
膳
に
胡
坐
ス
タ
イ
ル
か
ら
椅
子
に
座

し
て
の
宴
席
が
増
え
た
こ
と
。
前
者
は

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
後
者
は
高
齢

化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
証
左
で
あ
ろ

う
か
。

　わ
が
身
と
酒
と
の
付
き
合
い
を
顧
み

る
と
、
原
点
は
大
学
の
柔
道
部
時
代
に

遡
る
。
稽
古
の
後
、
先
輩
猛
者
に
連
れ

ら
れ
る
の
は
学
生
街
に
あ
る
酒
屋
で
の

立
ち
飲
み
。〝
角
打
ち
〞
と
称
さ
れ
る

飲
み
方
で
、
今
は
無
き
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

と
い
う
巨
大
な
ビ
ー
ル
瓶
が
次
々
と
空

い
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
ん
だ
。
そ
し
て

酒
と
言
え
ば
焼
酎
と
い
う
土
地
柄
の
た

め
、
薩
摩
の
芋
焼
酎
の
手
厳
し
い
洗
礼

を
受
け
た
も
の
だ
。

　社
会
人
に
な
る
と
海
外
に
配
属
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
ワ
イ
ン
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
っ
た
。
米
国
留
学
時
代
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
・
バ
レ
ー
の

ワ
イ
ン
畑
を
訪
れ
、
に
わ
か
ワ
イ
ン
通

の
蘊
蓄
を
傾
け
た
。
日
本
酒
に
接
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
綾
部
に
戻
り
こ

の
職
に
就
い
て
か
ら
で
、
正
直
言
っ
て

銘
柄
に
拘
り
も
な
く
、
杯
を
仰
ぐ
の
は

も
っ
ぱ
ら
冷
酒
。
と
い
う
か
熱
燗
が
苦

手
の
た
め
、
真
夏
に
も
熱
燗
に
興
じ
る

左
党
の
嗜
好
に
は
つ
い
て
い
け
ず
、
キ

ン
キ
ン
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
や
冷
酒
に
喉

越
し
の
よ
さ
を
堪
能
し
た
も
の
だ
。
し

か
し
な
が
ら
還
暦
を
迎
え
る
頃
か
ら
次

第
に
熱
燗
の
美
味
さ
も
分
か
り
か
け
て

き
た
の
は
、
こ
こ
に
き
て
日
本
人
の
血

が
騒
ぎ
だ
し
た
の
か
、
単
に
齢
を
重
ね

た
だ
け
な
の
か
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
酒
は
百
薬
の
長

と
も
な
れ
ば
、
一
瞬
に
し
て
毒
水
に
も

化
け
る
。
場
を
和
ま
せ
る
呼
び
水
に
な

る
一
方
、
程
を
過
ぎ
れ
ば
争
い
の
元
凶

と
も…

。
今
年
は
高
齢
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
年
相
応
の
酒

の
飲
み
方
を
心
得
よ
う
か
、
な
ど
と
思

い
巡
ら
せ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

158

酒
の
飲
み
方

あ  

ぐ
ら

さ
か
の
ぼ

う
ん
ち
く

こ
だ
わ

う

　 ま

ほ
ど

機
構
改
革
と
人
事
異
動

※太字は変更があった課と新設した担当

改　編　前 直通電話
(42)4215
(42)4217
(42)4214
(42)4249
(42)1801
(42)4259
(42)4339
(42)4261
(42)4262

企画戦略担当
連携推進担当
ふるさと納税担当
人権福祉センター担当
男女共同参画担当
高齢者福祉担当
企画管理担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

企画調整担当
連携推進担当

人権福祉センター担当
男女共同参画担当
高齢者福祉担当
企画管理担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

企画政策課

人権啓発推進室
人権推進課
高齢者支援課

地域包括支援課

企画政策課

高齢者支援課

人権推進課

改　編　後

人
事
異
動
で
新
体
制

　市
は
４
月
１
日
、
市
役
所
の
組
織
を

一
部
改
編
す
る
と
と
も
に
、
職
員
１
３

４
人
に
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
庁
舎
内
の
配
置
を
一
部

変
更
＝
７
面
。
異
動
後
の
体
制
（
課
長

級
以
上
）
は
次
の
と
お
り
で
す
＝
太
字

は
新
任
（
異
動
）。

 

市
長
公
室 

公
室
長
＝
岩
本
正
信
▽
次

長
（
秘
書
広
報
課
長
事
務
取
扱
）＝
野

間
知
亜
紀
▽
危
機
管
理
監
＝
塩
見
幸
作

▽
職
員
課
長
＝
吉
崎
裕
美
▽
防
災
・
危

機
管
理
課
長
＝
余
田
陽
一

 

企
画
総
務
部 

部
長
＝
志
賀
久
男
▽
財

務
担
当
部
長
＝
四
方
健
史
▽
理
事
＝
髙

橋
俊
行
▽
企
画
政
策
課
長
＝
鎌
部
秀
樹

▽
総
務
課
長
＝
塩
見
浩
一
▽
行
政
デ
ジ

タ
ル
推
進
課
長
＝
上
田
英
之
▽
財
政
課

長
＝
村
上
寛
▽
税
務
課
長
＝
岸
本
孝
昭

 

市
民
環
境
部 

部
長
＝
上
原
季
司
▽
次

長
（
環
境
保
全
課
長
事
務
取
扱
）＝
白

波
瀬
巧
▽
人
権
啓
発
推
進
室
長
（
人
権

推
進
課
長
事
務
取
扱
）＝
森
本
修
▽
市

民
・
国
保
課
長
＝
立
藤
聡
▽
市
民
協
働

課
長
＝
浅
尾
則
夫
▽
人
権
推
進
課
男
女

共
同
参
画
推
進
担
当
課
長
＝
塩
見
由
美

▽
環
境
企
画
課
長
＝
東
勝
史

 

福
祉
保
健
部 

部
長
＝
吉
田
清
人
▽
次

長
（
こ
ど
も
支
援
課
長
事
務
取
扱
）＝

四
方
雅
弘
▽
技
監
（
地
域
包
括
支
援
課

長
事
務
取
扱
）＝
大
島
け
い
子
▽
社
会

福
祉
課
長
＝
塩
見
勲
生
▽
同
課
生
活
保

護
担
当
課
長
＝
大
槻
秋
夫
▽
こ
ど
も
支

援
課
主
幹（
物
部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）

＝
谷
口
留
美
子
▽
障
害
者
支
援
課
長
＝

四
方
麻
美
▽
高
齢
者
支
援
課
長
＝
松
原

哲
也
▽
保
健
推
進
課
長
＝
芦
田
正
彦
▽

同
課
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長
＝
平
岡

佳
子
▽
同
課
主
幹
＝
小
松
愉
紀
（
医
療

公
社
派
遣
）

 

農
林
商
工
部 

部
長
＝
大
島
順
彦
▽
技

監
＝
小
松
健
▽
商
工
労
政
課
長
＝
荻
野

達
徳
▽
農
政
課
長
＝
小
林
敏
和
▽
林
政

課
長
＝
新
井
栄
一
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
長
＝
大
槻
一
郎

 

定
住
交
流
部 

部
長
＝
朝
子
直
樹
▽
次

長
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
事
務

取
扱
）＝
村
上
哲
也
▽
定
住
・
地
域
政

策
課
長
＝
潮
見
雅
敏
▽
観
光
交
流
課
長

＝
白
波
瀬
正
彦

 

建
設
部 

部
長
＝
四
方
博
▽
次
長
（
都

市
計
画
課
長
事
務
取
扱
）＝
奥
村
宣
幸

▽
技
監
（
建
築
課
長
事
務
取
扱
）＝
飯

田
政
利
▽
監
理
課
長
＝
蘓
理
忠
則
▽
建

設
課
長
＝
仲
井
渉

 

会
計
課 

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝

志
賀
由
佳

 

消
防
本
部 

消
防
長
＝
上
原
博
一
▽
消

防
署
長
＝
吉
田
好
弘
▽
副
署
長
兼
上
林

出
張
所
長
＝
諌
本
秀
明
▽
管
理
課
長
＝

佐
々
木
拓
也
▽
同
課
主
幹
＝
丸
岡
敦
史

▽
予
防
課
長
＝
湊
秀
明
▽
警
防
課
長
＝

岸
本
新
吾
▽
同
課
主
幹
＝
山
崎
正
吾

 

上
下
水
道
部 

部
長
＝
小
林
浩
子
▽
次

長
（
上
水
道
課
長
事
務
取
扱
）＝
十
倉

和
寿
▽
下
水
道
課
長
＝
野
々
垣
政
明

 

議
会
事
務
局 

局
長
＝
井
上
浩
豪
▽
次

長
＝
大
島
憲
一

 

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部 

部
長
＝

大
槻
伸
一
▽
学
校
教
育
課
長
＝
斉
藤
さ

お
り
▽
同
課
主
幹
＝
青
木
賢
次
▽
八
田

幼
稚
園
長
＝
松
浦
宏
美
▽
社
会
教
育
課

長
兼
図
書
館
長
＝
立
藤
江
理
▽
同
課
主

幹
兼
資
料
館
長
＝
岡
坂
敬
子
▽
同
課
主

幹
兼
天
文
館
長
＝
白
波
瀬
利
恵

 

監
査
委
員
事
務
局 

局
長
＝
三
本
木
紀

子整形外科
  田中 一哉医師

消化器外科
  片岡 智史医師

呼吸器外科
  岩﨑 雅医師

小児科
  藤原 早苗医師

市立病院に新任医師
　青野町の市立病院（高升正
彦院長）に４月１日、新たに
４人の医師が着任しました。

お確かめください
～一部の配置が変更に～

［本庁舎］

［西庁舎］
1階

［まちづくりセンター］ 2階

　市の組織を改編したことにより、４
月から市役所庁舎内の配置が一部変更
になりました。

※太字は配置を変更した部署
※西庁舎２階とまちづくりセンター１階は割愛 

2階

下水道課
農政課

林政課

秘書広報課
（秘書担当）

職員課

秘書広報課
（広報・広聴担当）

防災・
管理課

行政デジタル
推進課

総務課
（選挙管理委員会事務局）

農業委員会
事務局財

政
課

商
工
労
政
課

3階

建築課

建設課

議会事務局

都市
計画課

監理課

企
画
政
策
課

1階 情報公開
コーナー

環境企画課学校教育課

税務課会計課

玄関

市民
協働課

市民・国保課
（戸籍住民担当）

市民・国保課
（国保・高齢者医療担当）

市民・国保課
（福祉医療・年金担当）

社会教育課 玄関

社会福祉課 障害者
支援課

高齢者支援課
地域包括支援課

綾部井堰
土地改良区

監査委員
事務局
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里
山
に
春
を
告
げ
る

あ
や
べ
春
の
花
だ
よ
り

市民50人が綾部市歌を大合唱
　市民が市歌に接する機会を増やそうと、市民有志で「みん
なで綾部の歌を歌う会」を結成しました。同会は３月11日、
とよさか町の綾部工業団地・交流プラザで綾部市歌を収録。
綾部市合唱連盟に所属する７つの合唱団から50人が参加し、
美しい歌声を響かせました。

　収録された市歌は毎日ＦＭいかるで放送。また、
収録の様子を「旬をお届け！撮れたてあやべ」（You
Tube）で公開しています。ぜひご視聴ください。

　市教育委員会は３月11日、上野町の綾部幼稚
園で同園の閉園式を開催。同園は、明治33年の
開園以来、１万8661人の卒園生を送り出しまし
た。閉園式には、卒園生や保護者ら約150人が参
加。卒園生の本町一丁目の田所卓さんは「友達と
遊んだ楽しい記憶があります。戦時中に通った、
たった１年の思い出が深く心に残っています」と
話しました。

綾部幼稚園122年の歴史に幕

　「第51回世界連邦推進全国小・中学生ポスター・
作文コンクール」の作文の部で、井上歩乃花さん（上
林中学校３年）が最高位の文部科学大臣賞を受賞。
２月25日、東京都新宿区で表彰式が行われました。
市内からはほかにも、作文の部で稲葉玄造さん（上
林中学校３年）と林奏和さん（豊里中学校１年）
が特賞を受賞するなど、６人が受賞する快挙とな
りました。

文部科学大臣賞
　３月28日、市少年少女消防クラブが「令和４年
度優良少年消防クラブ・指導者表彰」の「消防庁
長官賞」を受賞し、東京都千代田区で行われた表
彰式に出席しました。同クラブは、消防の仕事や
火災予防に興味がある市内在住の小学生で構成。
市内イベントのパレード参加や火災予防街頭啓発
の活動が、防災意識の向上に貢献したと評価され
ました。

消防庁長官賞

市内の児童・生徒が表彰
受賞された皆さんおめでとうございます

１　ミツマタ群生地（老富町）
２　松原梅林（和木町）
３　市梅林公園（舘町）
４　綾部大橋左岸（並松町）
５　山家城址公園（広瀬町）
６　里宮髙倉神社（里町）

1

3

5 4

6

2

市
内
に
は
季
節
の
花
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
ウ
メ
に
始
ま
り
、
サ
ク
ラ
や
ミ
ツ
マ
タ

が
市
内
各
所
を
彩
り
ま
し
た
。
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認
知
症
は
身
近
な
病
気

　
日
本
で
は
、
少
子
化
や
平
均
寿
命
の

延
び
に
よ
っ
て
急
速
に
高
齢
化
が
進

行
。
寿
命
が
延
び
る
と
と
も
に
認
知
症

に
悩
ま
さ
れ
る
人
が
増
え
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
脳
の
病
気

や
障
害
な
ど
の
原
因
で
認
知
機
能
が
低

下
し
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
病
気

で
す
。

　
し
か
し
、
認
知
症
に
対
す
る
誤
っ
た

認
識
や
差
別
も
根
強
く
、
人
権
に
関
わ

る
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

相
手
の
心
に
寄
り
添
い
正
し
い
理
解
を

　
認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
日
常
生
活

で
の
動
作
や
意
思
の
疎
通
が
困
難
に
。

事
故
や
行
方
不
明
な
ど
を
懸
念
し
、
周

囲
の
人
が
行
動
を
制
限
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
制
限
は
、
認
知
症
を
よ

り
重
症
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
本
人

の
生
き
が
い
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
認
知
症
は
、

誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

介
護
は
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。
周
り
の
人
が
病
気
を
正
し
く

理
解
し
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
い
な
が

ら
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

　
さ
り
げ
な
い
手
助
け
や
見
守
り
、
声

か
け
な
ど
、
地
域
の
理
解
と
支
え
が
あ

れ
ば
、
本
人
や
そ
の
家
族
も
安
心
し
て

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑫
高
齢
化
社
会
と
認
知
症

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　
本
市
は
令
和
３
年
９
月
６
日
に
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
。

　
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
環
境
に
関
す
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
を
ア
プ
リ
で
手
軽
に

　
ご
み
の
出
し
方
は
、
３
月
に
全
戸
配

布
し
た
「
守
ろ
う
ご
み
マ
ナ
ー
」
の
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（
記
事
Ｉ
Ｄ

２
９
７
４
）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
は
４
月
10
日
か
ら
、
自
治

会
ご
と
の
収
集
日
や
各
ご
み
の
出
し
方

が
分
か
る
ア
プ
リ
「
５
３
７
４
．ｊ
ｐ
」

の
運
用
を
開
始
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
手
軽
に
、
ご
み
の
出

し
方
が
確
認
で
き
ま
す
。
確
実
な
ご
み

出
し
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
間
違
い
の
確
認
を

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
今
年
か
ら
、
ふ
た

だ
け
で
な
く
、
ラ
ベ
ル
も
剥
が
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
を
高
め
る
た
め
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
金
属
の
つ
い
た
も
の
が
燃
や

し
て
処
理
す
る
ご
み
に
出
さ
れ
た
り
、

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
が
資

源
物
の
カ
ン
類
に
出
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。金
属
部
分
を
外
す
か
、

燃
や
さ
な
い
で
処
理
す
る
ご
み
と
し
て

出
す
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
は
有
害
ご
み
で
出
す
な
ど
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
も
、
水
分
を
含
ん
だ
も
の
は
十
分
水

分
を
切
っ
て
か
ら
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
環
境
負
荷

の
軽
減
に
貢
献
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今日出すごみや次に出すごみを確認で
き、画面をタップ（クリック）すると、
ごみの種類と出し方が表示されます。
登録方法は、市のホームページ（記事
ＩＤ3144）で確認してください

②左手（学ぶ）はそのままにし、
右手の５指を折り曲げて下に向
け軽く下ろす（場所という手話）

①両手の手のひらを手前に向け
　斜めに立てて並べる
　（本を開いて勉強する様子）

今
月
の
手
話学

　校

①学ぶ＋②場所

　資料館春季企画展「今に伝わる山家城・山家陣屋」
＝本紙１月号参照＝期間中の５月３日、戦国武将変身
体験イベントを開催します。
　子どもにも分かりやすい優しい展示解説がありま
す。お楽しみください。

＜問い合わせ＞ 
資料館（月曜日休館）
☎(43)1366
F(43)2134

甲冑（レプリカ）を着て、
　　　　　戦国武将に変身しよう！

〇イベント開催日　５月３日（水・祝）
〇戦国武将変身体験　時間　午前９時～午後５時
　　　　　　　　　※小学生対象。１人あたり15分程度
〇展示解説　時間　午後２時～（30分程度）
〇場　　所　資料館（里町）
〇入 館 料　無料（イベント参加も無料です）

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

ご
　
み
　
な
　
し

マルシェでは、特産品などを販売し水源の里集落をＰＲしました

　
市
内
５
つ
の
集
落
か
ら
始
ま
っ
た

「
水
源
の
里
」。
活
動
の
輪
は
広
が
り
続

け
て
い
ま
す
。

綾
部
発
の
集
落
再
生
の
取
り
組
み

　市
は
平
成
18
年
、
過
疎
・
高
齢
化
が

進
み
集
落
の
維
持
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
「
限
界
集
落
」
を
「
水
源
の
里
」
と

呼
び
換
え
、
全
国
に
先
駆
け
「
水
源
の

里
条
例
」
を
制
定
。
定
住
促
進
▽
交
流

促
進
▽
地
域
産
業
の
振
興
▽
生
活
の
向

上―

を
目
標
に
定
め
、
集
落
支
援
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。

　平
成
24
年
に
は
、
水
源
の
里
指
定
要

件
を
引
き
下
げ
、
対
象
と
な
る
自
治
会

を
拡
大
。
集
落
の
高
齢
化
率
な
ど
一
定

の
要
件
を
備
え
、
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
む
集
落
を
「
水
源
の
里
」
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

住
民
主
体
で
水
源
の
里
振
興
を
推
進

　水
源
の
里
集
落
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
資
源
を
生
か
し
、
特
産
品
の
製
造
や

販
売
、
都
市
住
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
、

市
内
の
水
源
の
里
集
落
が
集
ま
り
「
あ

や
べ
水
源
の
里
フ
ェ
ス
タ
」
＝
写
真
＝

を
初
開
催
。
集
落
間
や
企
業
・
他
団
体

と
連
携
し
、
水
源
の
里
地
域
の
活
性
化

や
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　本
市
の
水
源
の
里
指
定
集
落
は
、
令

和
４
年
度
末
時
点
で
20
自
治
会
。
次
号

か
ら
、
各
集
落
を
紹
介
し
ま
す
。

上
流
は
下
流
を
思
い
、
下
流
は
上
流
に
感
謝
す
る

あ
や
べ
水
源
の
里

認
知
症
は
身
近
な
病
気

　
日
本
で
は
、
少
子
化
や
平
均
寿
命
の

延
び
に
よ
っ
て
急
速
に
高
齢
化
が
進

行
。
寿
命
が
延
び
る
と
と
も
に
認
知
症

に
悩
ま
さ
れ
る
人
が
増
え
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
脳
の
病
気

や
障
害
な
ど
の
原
因
で
認
知
機
能
が
低

下
し
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
病
気

で
す
。

　
し
か
し
、
認
知
症
に
対
す
る
誤
っ
た

認
識
や
差
別
も
根
強
く
、
人
権
に
関
わ

る
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

相
手
の
心
に
寄
り
添
い
正
し
い
理
解
を

　
認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
日
常
生
活

で
の
動
作
や
意
思
の
疎
通
が
困
難
に
。

事
故
や
行
方
不
明
な
ど
を
懸
念
し
、
周

囲
の
人
が
行
動
を
制
限
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
制
限
は
、
認
知
症
を
よ

り
重
症
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
本
人

の
生
き
が
い
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
認
知
症
は
、

誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

介
護
は
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。
周
り
の
人
が
病
気
を
正
し
く

理
解
し
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
い
な
が

ら
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

　
さ
り
げ
な
い
手
助
け
や
見
守
り
、
声

か
け
な
ど
、
地
域
の
理
解
と
支
え
が
あ

れ
ば
、
本
人
や
そ
の
家
族
も
安
心
し
て

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑫
高
齢
化
社
会
と
認
知
症

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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。
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０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
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。
燃
や
し
て
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理
す
る
ご

み
も
、
水
分
を
含
ん
だ
も
の
は
十
分
水

分
を
切
っ
て
か
ら
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
環
境
負
荷

の
軽
減
に
貢
献
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今日出すごみや次に出すごみを確認で
き、画面をタップ（クリック）すると、
ごみの種類と出し方が表示されます。
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右手の５指を折り曲げて下に向
け軽く下ろす（場所という手話）
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今
月
の
手
話学

　校

①学ぶ＋②場所

　資料館春季企画展「今に伝わる山家城・山家陣屋」
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